
遊具種別番号表

1 砂場 10-1 雲悌 27-2 コンビネーション(中型)

2-1 鉄棒 低(３連以下) 10-2 雲梯アーチ

2-2 鉄棒 低(4連以上6連以下) 11 はん登棒 29 チェーンネット 54 丸太渡り

2-3 鉄棒 低(7連以上12連以下) 12 つり輪 30 アスレチック

2-4 鉄棒 低(13連以上) 13 つり縄 31 トンネル 64 掲揚台

2-5 鉄棒 高(３連以下) 14 ジャンプツリー 32 シーソー

2-6 鉄棒 高(4連以上6連以下) 15 平均台 33 太鼓橋

3-1 ブランコ(2連) 16 登り網 34 投的板

3-2 ブランコ(3～4連) 17 渡り棒 35 相撲場 68 ロープウェイ

3-3 ブランコ(6連) 18 平行棒 36 ベンチ

4-1 スベリ台(1方向) 37 バックネット 70 フットサルゴール

4-2 スベリ台(2方向) 20 丸太ステップ 38 サッカーゴール 71 ハンドボールゴール

4-3 スベリ台(ワイド) 39 バスケットゴール 72 ネットポスト

5-1 ジャングルジム 22 双輪 40 ラインマーク

5-2 ジャングルジムすべり台 23-1 築山 41 人工芝 74 防球ネット

5-3 ジャングルジム脇すべり 23-2 築山(コンクリートドーム) 42 藤棚 75 砲丸サークル

6 リングジャングルジム 24 つり橋

7 タイヤ 25 ネットクライミング 77 タイヤ遊具

26 櫓

9 肋木 27-1 コンビネーション(小型)



遊器具等の設置状況調査表 調査表記入者名　　　　　　　　　　　TEL　　　　　　　　　　　 （令和　　年　　月　　日現在）

延長 幅 高さ

（例）

01養治小 1 4 スベリ台 S 54 市 固定 鉄 5.9 1.3 1.9 無 A A

（例）

01日新中 4 2 鉄棒 S 63 市 固定 鉄 8.00 4欄 0.90-1.30 無 B A
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　遊具箇所図面（様式１添付）

　配置図



様式２

不良部
写真No

　【機能部の総合判定】 　【塗装部の総合判定】 塗装劣化状況

○ ○

握り部の塗膜・錆の毛羽立ち 有・無

　【点検実施者所見】

　【修繕履歴等】

遊具等点検表（令和7年度）

学校名 ○○小学校 実施日 点検会社

整理番号 遊具番号 点検者

遊具・施設名 交付責任者

設置年月（経過年数） 　　　　　年　　月　 （　　　　年）

部位 点検項目 点検方法 判定 措置状況等

地面のへこみ等の不陸 目視 良 

石等の障害物の有無 目視 不良 

安全柵等の有無・状況 目視・触診・打診 不良 

腐食の有無（地際） 目視・触診・打診 良 

腐食の有無（接合部付近） 目視・触診・打診 良 

腐食の有無（部材全般） 目視・触診・打診 良 

ぐらつきの有無 目視・触診 良 

破損の有無（　　　箇所） 目視・触診・打診 良 

腐食の有無（地際） 目視・触診・打診 良 

腐食の有無（接合部付近） 目視・触診・打診 良 

腐食の有無（部材全般） 目視・触診・打診 良 

ぐらつきの有無 目視・触診 良 

破損の有無（　　　箇所） 目視・触診・打診 良 

破損・割れの有無 目視・触診 良 

ボルトの緩み 目視・触診 良 

ぐらつきの有無 目視・触診 良 

基礎コンの露出 目視・触診 良 

可動部の摩耗・変形・破損 目視・触診 良 ・ 不良

油ぎれ 目視・触診 良 ・ 不良

異常音の有無 目視・触診 良 ・ 不良

突出物の有無 目視・触診 良 ・ 不良

可動部の摩耗・変形・破損 目視・触診 良 ・ 不良

油ぎれ 目視・触診 良 ・ 不良

異常音の有無 目視・触診 良 ・ 不良

突出物の有無 目視・触診 良 ・ 不良

　　　Ａ：　腐食・摩耗等はみられず、遊器具等の機能に問題がない状態。
　　　　　　健全で使用ができるもの。

Ⅰ：塗装の劣化なし（10％未満）

　　　Ｂ：　部分的な腐食・摩耗等がみられるが、遊器具等の機能に問題が
　　　　　　ない状態。すぐに修理等の必要はなく使用ができるもの。

Ⅱ：部分的に塗装が劣化（10～30％）

　　　Ｃ：　Bの症状が更に進み、修理若しくは撤去等に向けての準備が
　　　　　　必要な状態。経過観察をしながら使用できるもの。

Ⅲ：全体的に塗装が劣化（30％以上）

　　　D：　修理若しくは撤去が必要とみなし、直ちに使用禁止の対応を
　　　　　  しなければならない状態。
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　不良箇所写真（様式２添付）

① ⑤

② ⑥

③ ⑦

④ ⑧



※写真を添付し、番号を記入する。

　点検箇所図（様式２添付）

整理番号 遊具番号 遊具名



様式３

不良箇所等処置状況報告書

学校名
遊具番号

修繕
優先順位

遊具名称 点検日 総合判定 不良箇所 原因 対応状況（今後の予定）

1

2

3

4

5

　※遊具番号は、設置遊具一覧（様式１）と一致させる。

　※点検日は、不良箇所が判明した日を記入。

　※総合判定欄は、遊具点検表における総合判定の記号（Ａ、Ｂ、Ｃ）を記入。

　※不良箇所は、機能障害となっている箇所を端的に記入。

　※原因は、判明している場合に記入。

　※対応状況は、判明後とった措置（使用停止措置）や、今後の対応について記入



　状況写真（様式３添付）

学校名 遊具番号

※不良遊具の全景、不良箇所が解るもの、対応状況写真（使用禁止措置状況）等の写真


